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当選の喜びにわく西田事務所の人たち

もも

衆
参
同
日
選
挙

第
三
十
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と

第
十
四
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
同

日
選
の
投
票
が
七
月
六
日
、
そ
の
開
票

が
翌
七
日
に
行
わ
れ
、
西
国
司
さ
ん
が

前
回
に
続
い
て
連
続
ト
ッ
プ
で
四
期
目

の
当
選
を
飾
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
に
次
い
で
二
回
目
の

衆
参
同
日
選
挙
と
な
っ
た
今
回
、
本
町

の
当
日
有
権
者
は
九
千
二
百
五
十
二
人
、

投
票
率
は
八
八
・

O
六
%
で
、
西
田
さ

ん
は
有
効
票
の
七
五
%
、
六
千
二
十
六

票
、
愛
媛
三
区
で
は
有
効
票
の
三
八
%
、

九
万
一
千
九
百
九
票
を
獲
得
、
み
ご
と

に
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

開
発
事
業
を
進
め
て
い
る
本
町
に
と

っ
て
、
国
政
と
の
パ
イ
プ
は
た
い
へ
ん

重
要
で
あ
り
、
今
後
の
郷
土
発
展
の
た

め
に
力
添
え
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

国
政
の
場
で
の
活
躍
に
期
待
す
る
と
共

に
、
沼
恒
か
い
声
援
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。
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衆

院

選

投
票
率
八
八
・

O
六
%

七
月
六
日
に
史
上
二
回
目
の
衆
参
同

日
選
挙
の
投
票
が
町
内
十
四
箇
所
で
行

わ
れ
、
当
日
有
権
者
は
九
千
二
百
五
十

二
人
(
前
回
よ
り
二
百
二
十
一
人
減
)
、

衆
院
選
の
投
票
者
は
八
千
百
四
十
五
人

(
同
三
百
九
十
六
人
減
)
で
投
票
率
は

八
八
・

O
六
%
(
同
二
・
一
%
減
)
で
し
た
。

衆参岡田選挙結果

司

勇

利

彦恒

豊

西国

今井

田中

稲垣

唾主む
91，909票

88，657票

52，700票

7，625票

選

選

選

当

当

当

衆
院
選
の
各
投
票
所
で
の
投
票
率
は

別
表
の
と
わ
り
で
す
。

ま
た
、
翌
七
日
に
町
体
育
館
で
午
前

八
時
か
ら
衆
議
院
、
参
議
院
選
挙
区
、

参
議
院
比
例
代
表
、
最
高
裁
国
民
審
査

の
順
で
開
票
が
行
わ
れ
、
衆
院
選
の
三

区
で
は
下
須
戒
の
西
国
司
さ
ん
(
五
八
)
が

前
回
に
続
い
て
堂
々
ト
y
プ
当
選
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
衆
院
の
定
数
是
正
に
伴
い

伊
予
市
と
伊
予
郡
の
五
町
村
が
三
区
へ

編
入
さ
れ
、
有
権
者
も
三
十
三
万
八
千

七
百
八
人
と
な
り
、
有
効
票
二
十
四
万

八
百
九
十
一
票
の
う
ち
三
八
%
の
九
万

一
千
九
百
九
票
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

参
議
院
の
選
挙
区
選
挙
で
は
、
投
票

率
八
七
・
五
九
%
で
、
有
効
票
七
千
四

百
三
十
票
の
う
ち
、
仲
川
幸
男
さ
ん
五

千
四
百
五
卜
-
一
菜
、
神
内
久
綱
さ
ん
千

四
百
六
卜
一
票
、
木
山
隆
行
さ
ん
五
百

十
七
百
一
示
で
し
た
。

参
議
院
比
例
代
表
選
挙
で
は
、
投
票

{
衆
議
院
総
選
挙
}

メ会/、 巨] 円リ 回

有権者数 9、252人 9司493人

投票率 88.06% 90.16% 

有効票 7，989票
8，466381票芸里

商田 司 6，026芸耳 6， 

今井 勇 853莞耳 268莞耳

[Jl中恒利 952票 981莞毛

稲垣豊彦 158票 113票

率
八
七
・

O
八
%
で
、
有
効
票
七
千
二

百
七
十
八
票
、
そ
の
う
ち
自
民
党
四
千

二
百
十
六
菜
、
社
会
党
千
八
十
九
票
、

公
明
党
七
百
四
十
票
、
民
社
党
二
百
四

十
九
票
、
共
産
党
二
百
三
十
九
票
、
二

院
ク
ラ
ブ
百
三
十
八
票
の
順
で
し
た
。
他

の
政
党
等
の
得
票
数
は
別
表
の
と
お
り
。

ま
た
、
最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査
の

投
票
率
は
八
三
・

O
四
Mm
で
し
た
。

衆議院議員総選挙投票結果

投票区 量生日リ 当日朝権者数 投票者数 投票率%

男 602 483 80.23 
第 1iiZ呈引メ; な 728 632 86.81 

品十 1、330 1，115 83.83 
男 597 499 83.58 

第 2投票区 女 732 634 86.61 

ト
言十 1，329 1，133 85.25 
男 40 37 92.50 

第 3投票区 女 52 51 98.08 
五十 92 88 95.65 
男 226 213 94.25 

第 4投票区 女 259 231 89.19 
言十 485 444 91.55 
男 152 129 84.87 

第 5J-量巣区 女 175 156 89.14 
言十 327 285 87.16 
男 310 276 89.03 

第 6投票区 Lぇ 367 331 90.19 
677 607 89.66 

男 66 63 95.45 
第 7投票i三 Fょ 75 66 88.00 

戸十 141 129 91.49 
男 409 324 79.22 

第 8ナJ土勇三l主 !z 471 402 85.35 
戸f 880 726 82.50 
男 280 236 84.29 

第日投票区 女 331 294 88.82 
首十 611 530 86.74 
男 529 483 91.30 

第10投票I三 女 601 550 91.51 
1，130 1，033 91.42 

男 302 282 93，38 
第11投票/)<: !z 336 318 94.64 

日十 638 600 94.04 
男 401 358 89.28 

第12投票lま 立 511 468 91.59 
912 826 90.57 

男 120 109 90.83 
第13役票[メ: 女 115 106 92，17 

~i 235 215 91.49 
男 222 199 89.64 

第14投票区 与; 243 217 89.30 
言十 465 416 89.46 
男 4，256 3，691 86.72 

計 女 4，996 4，456 89.19 
H十 9，252 8，147 88.06 

{
参
議
院
愛
鰻
選
挙
一
邑

長浜町 愛媛県

有権者数 9，252A 338，708人

投票率 87.59% 75，77% 

有効票 7，430票 773，462罪主 l 

f中川幸男 5，452莞耳 466，901莞耳

神内久綱 1，461票 221，626芸要

木山隆行 517粟 84，935票

{
参
議
院
比
例
代
表
}

新 老 サ 数 j成 雑 日 み 社 政

自 福 新 育 jt 民 民 ど 之耳〉、
党

ワ λ冗!t 党 ρクuゼ~ 社 戸クU乙， ょ見μ， ρ51: 51. 乙 名

239 82 22 102 7 。 4 4，216 18 1，089 長浜町
48，978 10，989 3，226 17，868 1，631 208 448 145，699 愛媛県

5 。 。。。 22 。 9 当選人数

環 i品 世 み 民 平 本土 主士 公 教 民 年 J争 福 /f: fR 

言十 境 平日 直 と 声 労 国 11月 正 院 本土 金 霊 祉 婦 金

党 J見L ρクt也A 連 戸クu乙， 手口 党 jクdμ乙， ρクuも， 連 ク ρyuι p λYuも， J耳S、 AクUι- Zヱ〉ミ、 ρク:t

7，278 3 4 11 15 8 28 15 740 l 138 249 109 4 7 1 10 91 

779，139 375 269 1，488 885 425 1，553 1，273 317 103，909 322 22，142 37，355 11 ，599 299 7，981 1，991 13，115 

50 。 。 。 。 。 。 。 。 7 。 3 。 。 。 。
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町
ゃ
つ
く
り
企
画
斑
な
ど
設
置

七
十
一

瞳璽盟盤調町職員人事異動・一識ですコン二チハ

長
浜
町
職
員
の
人
事
異
動
を
、
七
月

一
口
付
け
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
異

動
者
総
数
は
七
十
一
人
。
内
訳
は
次
の

と
あ
り
。

課
長
級
十
一
人
、
課
長
補
佐
級
十
九

人
、
係
長
級
十
五
人
、
主
任
主
事
級
十

三
人
、
、
王
事
級
十
二
人
、
嘱
託
一
一
人
。

-
一
宮
町
長
は
、
今
回
の
異
動
に
つ
い

て
「
行
政
改
革
路
線
に
そ
っ
た
シ
ス
テ

ム
を
想
定
し
、
将
来
を
に
な
う
職
員
の

能
力
開
発
に
重
点
を
お
き
、
消
極
内
向

性
の
職
員
と
積
極
外
向
性
の
職
員
並
び

に
企
画
性
、
研
究
心
等
の
あ
る
職
員
の

各
部
署
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

て
思
い
切
っ
た
配
転
を
し
た
。
ま
た
、

参
事
、
主
幹
補
を
設
け
て
そ
の
職
務
を

明
確
に
し
、
将
来
の
行
政
需
要
に
応
え

る
た
め
の
第
一
段
階
と
し
て
の
人
事
を

行
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

七
月
一
日
付
け
で
異
動
し
た
職
員
は

次
の
と
お
り
。
(
)
は
旧
任
。
@
は

昇
任
、
昇
格
。
(
順
不
同
)

一
謀
長
級
]
住
民
課
長
・
上
川
高
敏
(
会

計
室
長
)
マ
教
育
課
長
・
池
上
昭
夫
(
住

民
課
長
)
マ
教
育
課
参
事
・
酒
井
義
昌

(
教
育
課
長
)
マ
経
済
課
参
事
・
石
丸

英
雄
(
経
済
課
長
)
マ
経
済
課
長
・
久

保
弘
(
老
人
ホ
l
ム
白
山
園
長
)
マ
老

人
ホ

l
ム
白
山
園
長
・
小
川
平
(
税
務

課
長
)
マ
会
計
室
長
・
波
多
野
進
(
経

済
課
主
幹
)
マ
税
務
課
長
・
友
沢
敏
(
大

和
公
民
館
主
事
)
マ
税
務
課
参
事
・
渡

7
月
1
日
付
け
で

辺
敬
(
議
会
事
務
局
長
)
①
議
会
事
務

局
長
・
宮
田
猛
義
(
開
発
課
長
補
佐
)

①
水
道
課
長
・
矢
野
克
(
経
済
課
長
補

佐
)
{
課
長
補
佐
級
}
①
開
発
課
長
補

佐
兼
企
業
誘
致
係
長
・
上
川
慶
信
(
開

発
課
企
業
誘
致
係
長
)
@
開
発
課
長
補

佐
兼
企
画
係
長
・
上
満
泊
雄
(
教
育
課

事
務
専
門
員
兼
社
会
教
育
係
長
)
①
税

務
課
長
補
佐
・
山
下
一
仁
(
総
務
課
事

務
専
門
員
兼
管
財
係
長
)
マ
住
民
課
主

幹
補
・
平
田
友
幸
(
経
済
課
長
補
佐
兼

商
工
観
光
係
長
)
マ
衛
生
課
主
幹
補
・

大
野
智
(
衛
生
課
長
補
佐
)
@
衛
生
課

長
補
佐
・
山
根
カ
ヨ
チ
(
総
務
課
事
務

専
門
員
兼
係
長
)
マ
衛
生
課
長
補
佐
・

石
住
武
俊
(
税
務
課
長
補
佐
兼
住
民
税

係
長
)
マ
住
民
課
長
補
佐
兼
同
和
対
策

係
長
・
佐
々
木
晋
-
(
建
設
課
長
補
佐

兼
農
業
土
木
係
長
)
マ
経
済
課
長
補
佐

兼
農
林
振
興
係
長
・
笹
本
栄
一
(
教
育

課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
)
マ
農
業

委
員
会
事
務
局
長
・
山
崎
一
義
(
豊
茂

公
民
館
主
事
)
マ
建
設
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長
・
木
下
保
利
(
住
民
課
長
補
佐

兼
同
和
対
策
係
長
)
①
建
設
課
長
補
佐

萩
公
共
土
木
係
長
・
西
田
孝
(
建
設
課

技
術
専
門
員
兼
都
市
計
画
係
長
)
①
教

育
課
長
補
佐
・
和
田
正
義
(
住
民
課
事

務
専
門
員
兼
係
長
)
マ
総
務
課
事
務
専

門
員
兼
文
書
係
長
・
大
野
勇
(
衛
生
課

技
術
専
門
員
)
マ
総
務
課
事
務
専
門
員

兼
広
報
有
線
係
長
・
政
所
友
邦
(
税
務

諜
事
務
専
門
員
兼
収
納
係
長
)
マ
税
務

課
事
務
専
門
員
兼
固
定
資
産
税
係
長
・

中
野
貴
夫
(
建
設
課
事
務
専
門
員
兼
港

務
所
長
)
①
税
務
課
事
務
専
門
員
兼
国

土
調
査
係
長
・
中
肝
健
蔵
(
建
設
課
管

理
係
長
)
マ
経
済
課
事
務
専
門
員
兼
商

工
観
光
係
長
・
叶
本
正
(
総
務
課
事
務

専
門
員
兼
広
報
有
線
係
長
)
①
教
育
課

事
務
専
門
員
兼
学
校
教
育
係
長
・
下
回

健
三
(
教
育
課
総
務
係
長
)
{
係
長
級
}

総
務
課
企
画
調
整
係
長
・
洲
尾
計
邦
(
開

発
課
企
両
係
長
)
①
開
発
課
管
理
係
長
・

同
同
敏
博
(
開
発
課
主
任
主
事
)
①
税

務
課
住
民
税
係
長
・
小
西
貫
一
(
税
務

課
主
任
主
事
)
マ
税
務
課
収
納
係
長
・

二
宮
正
昭
(
経
済
課
農
業
係
長
)
マ
住

民
課
住
民
係
長
田
川
中
宏
幸
(
税
務
課

固
定
資
産
税
係
長
)
マ
経
済
課
漁
港
水

産
係
長
・
菊
地
洋
一
(
建
設
課
公
共
土

木
係
長
)
マ
建
設
課
用
地
係
長
・
植
杉

岳
志
(
水
道
課
工
務
第
一
係
長
)
①
建

設
課
都
市
計
画
係
長
・
重
松
直
博
(
建

設
課
主
任
主
事
)
マ
建
設
課
港
務
所
長

上
田
富
喜
男
(
経
済
課
国
土
調
査
係
長
)

@
会
計
室
会
計
係
長
・
宮
同
亀
古
(
会

計
室
主
査
)
@
教
育
課
社
会
教
育
係
長
・

宇
都
宮
芳
文
(
税
務
課
主
任
主
事
)
マ
住

民
課
主
査
・
新
聞
道
夫
(
経
済
課
主
査
)

①
経
済
課
技
師
・
山
本
安
広
(
櫛
生
隣

保
館
主
事
)
マ
大
和
公
民
館
主
事
・
藤

本
富
雄
(
住
民
課
主
査
)
マ
老
人
ホ
ー

ム
白
山
間
主
席
主
任
栄
養
士
・
大
橋
京

子
(
長
浜
保
育
所
栄
養
士
)
{
主
任
主

事
級
}
①
総
務
課
・
都
築
小
富
(
開
発

課
)
マ
税
務
課
・
滝
内
仁
(
住
民
課
)

マ
税
務
課
・
浪
本
忠
則
(
経
済
課
)
①
衛

生
課
・
宇
根
や
す
子
(
住
民
課
)
マ
衛

生
課
・
久
保
田
健
市
(
焼
却
場
)
①
港

務
所
・
亀
田
捻
(
総
務
課
)
①
会
計
室
・
松
旧
仁
美
(
老
人
ホ

l
ム
白
山
園
)

松
本
手
代
チ
(
水
道
課
)
①
今
坊
隣
保
訂
』
日
日
U
日
副
吐
司
U
U斗

館

主

事

矢

野

k
和

雄

(

教

育

課

中

央

直

瓦

示

直

一

直

公

民

館

主

事

)

マ

櫛

生

隣

保

館

主

事

・

ー

豊

茂

俳

句

会

1

山
本
多
喜
男
(
建
設
課
)
マ
出
海
公
民
蓑
笠
の
梅
雨
に
う
な
れ
ず
史
料
館

館

主

事

・

坂

東

敏

幸

(

衛

生

課

)

①

豊

楠

野

孝

行

茂
公
民
館
主
事
・
一
宮
義
道
(
経
済
課
)
菖
蒲
酒
子
は
そ
れ
ぞ
れ
に
巣
立
ち
け
り

マ

総

務

課

・

吉

田

直

人

(

経

済

課

)

河

野

友

子

{
主
事
級
一
総
務
課
・
清
水
康
則
(
出
爪
楊
枝
噛
み
て
書
を
読
む
梅
雨
ご
も
り

海

公

民

館

、

王

事

)

マ

開

発

課

・

三

秋

レ

藤

岡

蓉

子

イ
子
(
税
務
課
)
マ
税
務
課
・
大
本
み
退
院
の
母
待
つ
庭
の
ア
マ
リ
リ
ス

つ

子

(

教

育

課

)

マ

焼

却

場

・

松

石

之

菊

地

久

美

子

道
(
港
務
所
)
マ
経
済
課
・
藤
岡
章
未
熟
な
る
豆
も
混
じ
り
で
豆
の
飯

男

(

建

設

課

)

マ

経

済

課

・

菊

池

恵

美

都

田

マ

サ

子

L

j

(

住
民
課
)
マ
建
設
課
@
窪
清
-
(
開
女
帽
老
鴬
し
き
り
海
も
見
え

発

課

)

マ

教

育

課

・

吉

田

明

美

(

衛

生

久

保

子

穂

課
)
マ
教
育
課
・
小
林
吉
安

(
A
7

坊
隣
母
の
日
の
心
尽
く
し
を
沢
に
受
く

保

館

)

マ

水

道

課

・

久

保

美

恵

子

(

会

山

口

由

記

子

計
室
)
マ
長
浜
中
学
校
・
城
戸
広
美
(
経
ダ
ン
プ
カ
ー
止
め
て
田
植
機
横
断
中

済

課

)

マ

長

浜

小

学

校

・

熊

本

真

弓

(

総

松

田

吉

幸

務
課
)
{
嘱
託
}
焼
却
場
・
山
根
治
彦
上
作
と
聞
く
繭
の
荷
の
高
々
と

(

衛

生

課

)

マ

長

浜

保

育

所

栄

養

士

・

宇

都

宮

恵

美

子

一

日

3

子
供
へ
の
願
い
が
細
や
か
に
し
て
、
限
り
な
い
も
の
で
~

一
一
市
型
J
4

あ
る
以
上
、
名
が
体
を
現
わ
す
の
で
あ
れ
ば
、
名
前
は
非

一

4xv…
拡
凡
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
こ
の
世
界
を
自
由
に

二

子

川

レ

歩

い

て

男

だ

か

ら

、

女

だ

か

ら

と

い

っ

た

社

会

の

常

識

一

沿

い

一

一

円

ゃ

因

襲

に

と

ら

わ

鱒

麟

欝

騒

騒

轍

欝

鱗

機

騒

鰍

れ

一一
J
J
f
一
切
球
も
れ
る
こ
と
な
く
精
鱗
融
鱒
欝
鱒
欝
欝
鶏
灘
議
機
線
機
騒
ま

二

三

一

ン

ち

一

杯

生

き

て

欲

し

議

題

騒

騒

騒

生

一
一
九
一
一
一
人
(
，
盟
国
為
い
と
思
っ
て
白
歩
鱗
融
韓
鱒
輔
盤
覇
鱒
覇
鑓
羅
臼

』

』

同

盟

護

議

接

聾

唖

靖

穂

、

縫

緩

鵜

議

欝

韓

韓

議

議

輔

説

鑑

態

調

醐

酷

Q
U

一
一
一
間
以
山
ほ
謬
と
名
付
け
ま
し
た
。
罷

1
7議
議
議
轟
司
ゴ

…
μ……一一
JA自
将

来

は

結

果

に

お

欝

関

結

齢

議

欝

纏

叫

ん

ふ

い

て

両

親

を

こ

え

騒

欝

騒

欝

欝

畿

畿

一

昨

7一
一
¥
)
司
Z
Z

て

欲

し

い

と

空

襲

欝

襲

撃

襲

撃

鱗

藤

田

一
一

;h一
一

予

ま

す

o

轟

欝

欝

盤

欝

機

一

昭

一一一山
H

ケ

一

一

一

(

父

1
窪
清
一
さ
ん
況
歳
母
H

智
恵
さ
ん
訂
歳
)
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一一叫

く

はしも

ー
側
ホ
弓
症
栄
養
調
査
l

{関電症栄養調査一一一凶一山一一一一一一…ー恥………

昭
和
六
十
年
度
側
雪
山
栄
養
調
査
を

長
浜
中
学
校
で
、
側
一
写
症
生
徒
二
十
一

人
、
健
常
生
徒
二
十
一
人
を
対
象
に
し

て
一
て
日
聞
の
食
事
調
査
と
A
7
年
度
か
ら

追
加
し
た
日
常
生
活
活
動
調
査
を
六
月

に
実
施
、
昭
和
六
十
一
年
二
月
に
家
族

も
含
め
で
栄
養
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
は
、
愛
媛
大
学
医
学
部
の
一
色

保
子
先
生
、
石
丸
公
平
先
生
、
野
島
元

雄
先
生
と
宮
崎
医
科
大
学
医
学
部
の
浜

田
稔
先
生
に
依
頼
し
て
行
っ
た
も
の
で
、

そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
む

知
ら
せ
し
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
日
間
不
足

栄
養
摂
取
状
況

栄
養
摂
取
状
況
の
結
果
は
凶

1
の
通

り
で
す
が
、
そ
の
概
要
と
注
意
点
は
次

の
通
り
で
す
。

糖
質
を
除
く
全
で
の
栄
養
素
摂
取
量

は
健
常
者
に
比
べ
て
側
考
症
生
徒
の
方

が
少
な
い
。

命
充
足
し
て
い
る
栄
養
素
は
周
者
と
も

ビ
タ
ミ
ン

A
、

c
、
リ
ン
で
あ
る
。
リ

ン
と
カ
ル
シ
ウ
L
の
摂
取
量
は
同
程
度

が
望
ま
し
く
、
リ
ン
の
摂
取
が
多
過
ぎ
」

る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
利
用
が
悪
く
な
る

長
浜
中
学
校

の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
不
足
し
て
い
る
栄
養
素
は
、
両
者
と

も
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
で
あ
る
が
、
側
否
7

川
町
で
は
ビ
タ
ミ
ン
晶
、
ナ
イ
ア
シ
ン
の

不
足
が
著
し
い
。

鯵
繊
維
素
粗
繊
維
は
一
円
四
i
五
グ
ラ

ム
程
度
摂
れ
ば
良
い
の
で
、
こ
れ
以
上

の
不
足
に
な
ら
な
い
こ
と
。
な
お
、
充

足
上
半
の
計
算
は
四
グ
ラ
ム
で
行
っ
て
い

る。曲
四
食
塩
は
十
グ
ラ
ム
以
下
が
望
ま
し
い

の
で
、
現
在
以
上
に
な
ら
な
い
こ
と
な

ど
で
す
。

い
り
こ
で

カ
ル
シ
ウ
ム
を

食
事
上
の
註
意

栄養指導を受ける父兄と生徒

⑮
食
品
の
摂
り
方
で
両
者
に
は
っ
き
り

差
が
見
ら
れ
た
も
の
は
卵
で
、
健
常
生

徒
の
方
が
半
個
分
多
く
食
べ
て
い
る
。

卯
は
栄
養
の
王
様
で
、
た
ん
ぱ
く
質
、

鉄
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
ほ

と
ん
ど
の
栄
養
素
を
合
む
の
で
A

口
一

i
e
一
個
は
食
べ
る
こ
と
。

@
糖
質
の
多
い
食
品
は
、
側
出
弓
aM
生
徒

の
方
が
菓
千
一
・
五
倍
、
晴
好
飲
料
一
一

倍
と
多
い
傾
向
で
す
。

糖
質
は
、
体
で
利
用
さ
れ
る
時
に
ビ

タ
ミ
ン

nm
を
消
耗
す
る
た
め
、
糖
質
過

剰
は
ビ
タ
ミ
ン
品
不
足
を
き
た
す
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑫
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
の
原
因
は
、
牛
乳
、

豆
腐
な
ど
大
豆
製
品
、
小
魚
、
野
菜
類

の
摂
取
が
少
な
い
た
め
と
忠
わ
れ
ま
す
o

，
非
行
少
年
は
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
ω

と

健常(]';-21) 

IRlh告~j;È(N ~21) 

tい -~_;，ィ

側奪症生徒と健常生徒の栄養素摂取状況

収j1 

11ざめがよかった
口さめが悪かった

よく E眠れた
R民れなか Jた
f聖承喜した
下帰]した

才Jなヌう温カ雪5'&--)犬三
E二コ 胃 yうミもたれた

E二二二ゴ []内長ができた

胃見晶の調 hうまよくとj::-)た
にきびがふえた

にきびが捕った

肌がかさついた

即L，が-，'ぐ，-コペコし丈こ
日カ吋8iれやすくな 2た

ずちくらみがした

頭が*' ッとした

'"'がすーっきりした

頭痛がした

動きが敏感になった

動きが鈍くなった
目まし冶 7うずしえと

気分がさわやかだった

気分が落ち込人だ

イライラした

おこりっぽくなった

人とけんかをした

集中力がついた

集中JJがな〈なった
元気が出た

亡=二二二二=コ 冗気が主くなった

亡三二二三二ごゴ 授業を休んだ

亡=二二二二ヨ食事のことで踊がP-J(!"だった E二二二二二二二コ

く野菜倍量組〉
05lU人

仁二二二二二二=コ

口
t=三二二二二二二二コ

ロ

口

E二二二二コ

Eコ
c二二コ
c::三三三三コ

E二二=二工三三三コ

ロ
亡三三コ

く野菜抜き組〉
lC1人 5 0 
トムム__(____j_，_Lムム」ー」

亡二二二二才

ヒコ
E二二コ

=二二二二二コ

仁二二コ

い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
報
告
を
岩
手
大

大
沢
博
教
段
が
昭
和
五
十
八
年
に
発
表

し
ま
し
た
が
、
中
学
生
は
一
臼
に
七
百

1
九
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
で
す
。
手
軽

な
カ
ル
シ
ウ
ム
給
源
食
品
は
食
塩
分
の

少
な
い
円
い
り
こ
ω

で
す
。
い
り
こ
十

グ
ラ
ム
(
ひ
と
つ
ま
み
)
に
二
百
二
十

ミ
リ
グ
ラ
ム
、
牛
乳
一
本
中
の
カ
ル
シ

ウ
ム
(
二
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
)
に
匹
適
し

ま
す
。
そ
の
他
、
豆
腐
百
グ
ラ
ム
中
(
四

分
の
一
f
t
i
l
i
d

五
分
の
一
「
)
に
百
二
十
ミ

リ
グ
ラ
ム
、
一
日
に
必
要
な
野
菜
三
百

グ
ラ
ム
中
に
は
約
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
近
く

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

命
鉄
分
の
不
足
は
豆
腐
な
ど
大
一
豆
製
品
、

小
魚
、
小
貝
、
有
色
肝
菜
類
の
摂
り
方

が
少
な
い
た
め
と
岡
山
わ
れ
ま
す
。
鉄
分

の
多
い
食
品
は
、
こ
の
他
、
魚
、
肉
特

口

亡=コ

Eコ
E二二コ
E二二T

(栄養と料理 1983年 8月号)

Eコ

c二コ

ヒ二三ご二三二二二二コ

仁二二二コ

同2 実験中の自覚症状

仁三二二=二二二二二二コ

E二コ

t二二二二二二二二二三

亡二二ニコ

亡二二二ゴ

亡三二二二二二コ

E二二二二二二ニヨ
E二二二1

に二二二二二二二二二孟ヨ

に
レ
パ

l
、
海
草
な
ど
で
す
。
い
り
こ

は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
だ
け
で
な
く
鉄
の
給

源
と
し
て
も
良
い
食
品
で
す
。
わ
や
つ

に
少
し
と
り
入
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
0

8
繊
維
素
は
野
菜
類
、
海
草
類
、
芋
類
、

果
物
類
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

調
査
結
果
で
は
、
肉
、
魚
は
た
っ
ぷ
り

で
も
野
菜
を
ほ
と
ん
ど
食
べ
で
い
な
い

人
が
臼
史
ち
ま
し
た
。
(
特
に
朝
食
と

佐
一
の
弁
当
)
肉
、
魚
、
卵
な
ど
の
た
ん

ぱ
く
質
食
品
を
食
べ
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
P
7
0

野
菜
の
必
要
量
は
、
大
人
も
生
徒
も

一
日
に
三
一
百
グ
ラ
ム
(
生
野
菜
に
し
で

両
子
約
一
二
杯
)
、
そ
の
う
ち
、
ほ
う
れ
ん

草
、
人
参
な
ど
有
色
野
菜
は
百
グ
ラ
ム

必
要
で
す
。
五
人
家
族
な
ら
一
・
五

1
一一

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
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iム豆遺志塁塁ヨ

な
ぜ
野
菜
が
必
要
か

蚕室主主霊童彊需産室豆L

野
菜
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
繊
維
素

は
糖
質
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
吸
着
、

そ
の
吸
収
を
阻
害
「
る
の
で
、
肥
満
や

動
脈
硬
化
を
予
防
?
る
働
き
が
あ
る
と

い
わ
れ
、
ま
た
、
ふ
八
時
が
ん
と
の
因
果

関
係
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご

覧
に
な
っ
た
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、

N
H
K
の
ウ
ル
ト
ラ
ア
イ
で
μ

肝

菜
抜
き
組
と
野
菜
倍
坑
組
ω

の
人
体
実
・

験
を
放
映
し
ま
し
た
が
、
野
菜
不
足
に

な
る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
集
中
力
が

な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。
(
図
2
)
思
春
期
に
は
、
特
に

野
菜
を
摂
る
こ
と
の
大
切
さ
が
う
か
が

え
ま
す
。

一制--一一切J畑即韻y竃症栄華調査。お知らせ E 噛脚町一一「市町欄悶関駅

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
守
つ
く
り
の
コ
ツ

栄
養
素
不
足
を
解
消
し
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
づ
く
り
ほ
次
の
点
に
気

煮物
汁物
和え物

妙め物

など1-2品

ハランスのよい食事

十
3
1一

図
円
日

側警症の検診を受ける生徒

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

母
毎
食
、
主
食
と
副
食
を
組
み
合
わ
せ

る
〉
ご
は
ん
と
ラ
ー
メ
ン
ど
か
、
冷
し

そ
う
め
ん
だ
け
、
う
ど
ん
、
ラ
マ

l
メ
ン

だ
け
の
食
事
は
主
食
だ
け
で
副
食
が
あ

り
ま
せ
ん
。

@
副
食
は
主
菜

(LR
に
な
る
料
理
)
と

副
菜
(
脇
に
な
る
料
理
)
を
毎
食
組
み

合
わ
せ
る
。
主
菜
は
、
野
葉
、
十
下
、
き

内
こ
、
海
草
を
主
材
料
に
使
う
。

⑮
主
菜
に
は
常
時
、
付
合
わ
せ
を
添
え

て
主
菜
を
ひ
き
立
た
せ
る
。
付
合
わ
せ

は
野
菜
、
芋
、
き
の
ご
、
海
草
を
主
材

料
に
使
う
。

以
上
の
よ
う
に
三
つ
の
祖
み
介
わ
せ

を
把
揮
し
て
、
で
き
る
だ
け
数
多
く
の

食
品
を
使
う
よ
う
に
す
れ
ば
二
円
二
-

十
種
類
程
度
の
食
品
)
、
た
ん
白
質
、
ミ

ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
必
要
な
栄
養

素
は
全
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
れ
ま
す
o

A
7
ほ
か
ら
早
速
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
で

は
じ
め
ら
れ
る
よ
う
に
お
勧
め
し
ま
す
。

福
祉
年
金
証
書

の
提
出
を

八
月
中
に

八
月
は
、
福
祉
年
金
の
受
給
者
が
国

民
年
金
一
社
占
を
町
役
場
に
提
出
す
る
円

で
す
。
ど
の
手
続
き
を
す
れ
ば
、
向
こ

う
一
年
間
の
福
社
年
金
が
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
。
も
し
こ
の

提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
次
の
卜
一
月
支

給
分
の
福
祉
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
お
返
し
ぐ
だ

さ
い
。
品
川
の
公
的
年
金
と
の
併
給
調
整

者
以
外
の
証
書
は
二
冊
で
す
。

老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
と
っ
た
ら
国
民

年
金
証
書
の
提
出
を

る
か
ど
う
か
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
支
給
額
を
記
入
す
る
た
め
、
国

民
年
金
証
書
が
必
要
な
わ
け
で
す
。

老
齢
福
祉
年
金
の
八
月
期
支
払
い
を

受
け
取
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
〈
役

場
回
民
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
証
書
は
、
支
給

額
を
記
入
し
て
、
次
の
支
払
期
の
十
一

月
ま
で
に
わ
屈
け
し
ま
す
。

相

談

所

を

開

設

死
者
の
身
寄
り
や

行
方
不
明
者

行
き
倒
れ
や
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で

無
縁
仏
と
し
て
身
許
の
わ
か
ら
な
い
死

者
は
、
愛
媛
県
内
で
昭
和
六
十
一
年
五

月
末
ま
で
で
百
二
卜
4

体
あ
り
ま
す
。

ま
と
、
行
方
が
わ
か
ら
な
く
家
族
が
捜

し
て
い
る
家
出
人
は
、
三
百
九
十
七
人

宅
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
こ
の
よ
う

な
不
幸
な
死
者
の
身
許
や
家
出
人
の
居

所
を
捜
し
て
家
族
の
も
と
へ
お
返
し
す

る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
八
月

を
そ
の
月
間
と
し
て
全
国
の
資
料
を
そ

ろ
え
、
「
行
方
不
明
者
を
控
す
相
談
所
」

を
開
設
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
相
談
所
で
、
家
出
人
の
居

所
が
わ
か
り
、
ご
家
族
が
安
心
さ
れ
た

例
が
あ
り
ま
す
。

家
出
な
ど
で
消
息
が
わ
か
ら
ず
、
心

配
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
や
お
友
達
の
皆

さ
ん
、
遠
慮
な
く
相
談
所
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談
所
の
開
設
は
、

@
8
月
5
日
松
山
東
警
察
署

@
8
月
6
日
新
居
浜
響
察
署

③
8
月
日
日
宇
和
島
軒
察
署

で
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
す
。

相
談
所
開
設
日
に
お
越
し
頂
け
な
い

場
合
は
、
大
川
盟
百
察
署
で
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
相

談
の
秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
。

仮

庁

舎

ヘ

移

転

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

大
洲
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
庁
舎

を
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
八
月
四
日

か
ら
昭
和
六
十
二
年
三
月
中
旬
ま
で
仮

庁
舎
で
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
宜
し

く
h

お
願
い
し
ま
す
。

{
移
転
先
}
犬
川
市
若
宮
一
四
二

O
i二

(
明
治
乳
業
跡
地
)
密
江
i
3
1
9
1

ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
の

お
申
し
込
み
は
早
自
に

む
し
暑
い
夏
は
も
う
す
ぐ
:
:
:
。
ル

ー
ル
エ
ア
コ
ン
を
新
し
く
ご
使
用
に
な

る
と
き
は
、
す
え
付
け
工
事
や
契
約
種

別
の
変
更
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
配
電

線
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ル
ー
ム

エ
ア
コ
ン
の
取
り
付
け
は
、
電
気
工
事

屈
に
、
早
目
に
む
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

エ
ア
コ
ン
を
選
ぷ
場
合
は
、
機
能
、

デ
ザ
イ
ン
、
価
俗
だ
け
で
選
定
す
る
の

で
は
な
く
、
建
物
の
構
造
、
部
屋
の
広

さ
、
そ
の
部
屋
の
も
っ
て
い
る
燃
泣
等

の
条
件
を
考
え
て
、
適
正
な
冷
房
能
力

の
エ
ア
コ
ン
売
選
び
ま
し
ょ
う
。

(
四
国
電
力
)
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時間吋抽時四咽

富

田

回

憲

彦

生

重

邦

稲

一一…一…本

上

日

町長

助役

収入役

課

長

真

鍋

主
幹
兼
課
長
補
佐
山
下

課

長

補

佐

山

本

(
庶
務
消
防
係
)

(

兼

)

係

長

山

下

回

広

主

査

都

築

住

江

主

任

主

事

成

田

信

重

主

任

主

事

上

地

末

子

主

事

垣

見

正

志

婦
人
交
通
指
導
員
稲
垣
美
恵
子

(
企
画
調
整
係
)

係

長

洲

尾

主

任

主

事

松

岡

(
財
政
係
)

(

兼

)

係

長

山

本

主

任

主

事

楠

野

主

事

清

水

(
文
書
係
)

事
務
専
門
員
一
本
係
長
大
野

主

一

査
(
広
報
有
観
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
政
所

主

査

長

主
任
主
事

主

事

主

事

電

話

交

換

手

(
県
派
遣
・
市
町
村
課
)

主

任

主

事

古

川

直

人

勝国典
延広秋

E暴百十
全見手5

康茂勝
則利延

干黄
i亘

里
見

友
委B

菊=三大都大
地浦本築野

直直昭小泰
美重裕富俊

課

長

泉

芳

信

主
幹
(
県
職
員
)
玉
乃
弁
明

課
長
補
佐
(
県
職
員
)
大
野
武
信

課

長

補

佐

上

満

治

雄

課

長

補

佐

上

川

慶

信

(
管
理
係
)

係

長

主
任
主
事

(
企
画
係
)

(

兼

)

係

長

上

満

治

雄

主

事

西

山

健

市

主

事

三

秋

レ

イ

子

(
企
業
誘
致
係
)

(

兼

)

係

長

上

川

主

事

津

田

(
港
湾
整
備
係
)

(

兼

)

係

長

大

野

主

任

主

事

同

問

勇

課

長

友

沢

参

事

渡

辺

課

長

補

佐

山

下

(
住
民
税
係
)

係

長

小

河

主

事

宮

上

(
固
定
資
産
税
係
)

専
務
専
門
員
兼
係
長
中
野

主

事

稲

田

久西
f呆岡

文敏
章博

慶
信
博
幸

武
信
好
光イ二苛文毎士

孝貫貴
夫宏

(
収
納
係
)

係

長

二

宮

正

昭

主

事

大

本

み

つ

子

(
国
土
調
査
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
中
野

主

任

主

事

滝

内

主

任

主

事

浪

本

健
蔵

吋3
>b、
員リ イ二

課

長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主

幹

補

上

川

高

敏

藤

沢

豊

彦

佐
々
木
晋
-

平

田

友

幸

(
福
祉
施
設
係
)

(

兼

)

係

長

藤

沢

主

事

河

内

厚豊
子彦

(
同
和
対
策
係
)

(
兼
)
係
長
佐
々
木
晋

主

事

久

井

(
福
祉
年
金
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
平
田

主

査

新

聞

主

任

主

事

大

国

主

事

菊

地

豊
子
道
夫

尚
子

英
夫

(
住
民
係
)

係

長
主
任
主
事

主

事

城友同
ドー沢中
あ
茂つ宏
利子幸

(
社
協
担
当
)

主

幹

補

平

田

友
幸

二果

高
橋

長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

主

幹

補

石

住

武

俊

山
根
カ
ヨ
子

大

野

智

(
国
保
係
)

係

長
主
任
主
事

主
任
主
事

村

上

隆

志

久
保
田
健
市

宇
根
や
す
子

(
衛
生
係
)

係

長

西

本

幸

雄

保

健

婦

一

{

呂

和

子

保

健

婦

原

間

雅

子

保

健

婦

深

部

美

智

子

主
席
主
任
看
護
婦
平
田
美
佐
子

(
環
境
係
)

係

長

久
f呆

博
昌

(
焼
却
場
)

主

事

嘱

託

山松
根石

之
道
治
彦

課

長

久

保

参

事

石

丸

課

長

補

佐

山

崎

課

長

補

佐

笹

本

(
農
林
振
興
係
)

(

兼

)

係

長

笹

本

主

事

井

上

栄ー英
義雄弘

裕栄
重一 亮

(
漁
港
水
産
係
)

係

長

菊

地

技

師

山

本

主

事

藤

岡

(
農
林
施
設
係
)

係

長

山

根

主

事

森

内

雄

二

郎

(
商
工
観
光
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
叶
本
正

主

事

菊

池

恵

美

子

課

長

課
長
補
佐

課
長
補
佐

(
管
理
係
)

(
兼
)
係
長

主

査

主

事
(
用
地
係
)

係

長

植

杉

主

事

窪
(
都
市
計
画
係
)

係

長

重

松

(
公
共
土
木
係
)

(

兼

)

係

長

西

国

主

任

主

事

三

秩

主

事

戎
(
港
務
所
)

港
務
所
長

主
任
主
事

章安洋
男広一

勇

西木丸
田下山

イ呆寿
孝利一

木

下

保

利

宮
下
紀
久
重

久

保

嘉

範岳
志
清
一

直
↑専

事文
徹司孝

上
田
富
喜
男

亀

田

稔
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教

育

長

一

二

井

課

長

池

上

参

事

酒

井

課

長

補

佐

和

田

(
学
校
教
育
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
下
問

正義昭
義局夫前

健

園

長

小

川

平

園

長

補

佐

久

保

博

道

主
席
主
任
栄
養
士
大
橋
京
チ

看

護

婦

平

田

由

美

子

主

事

大

野

良

千

十

一

事

一

藤

豊

寮

母

富

岡

ト

シ

コ

寮

母

清

水

藤

子

寮

母

一

宮

ト

モ

エ

寮

母

清

水

愛

子

寮

母

松

本

和

重

調

理

員

永

木

喜

美

子

調

理

員

山

中

イ

チ

エ

用

務

員

寺

坂

満

子

一…………吋阻出

(
喜
多
灘
連
語
所
・
今
坊
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

矢

野

上

和

雄

(
櫛
生
連
絡
所
@
櫛
生
公
民
舘
)

主

任

兼

主

事

山

本

多

喜

男

主

宰

吉

田

(
社
会
教
育
係
)

係

長

字

ι町
芳
文

社
会
教
育
七
一
事
始
地
邦
求

中
央
公
民
館
主
事
小
林
古
安

主

事

中

間

圭

助

指
導
員
(
嘱
託
」
岡
肝
勝
敏

指
導
員
(
嘱
託
)
鎌
刊
カ
ツ
ヨ

町]
守主

(
出
海
連
絡
所
。
出
海
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

坂

東

敏

士

山

+

(
豊
茂
連
絡
所
。
豊
茂
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

一

宮

義

道

(
大
和
連
絡
所
@
大
和
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

藤

本

富

雄

(
白
滝
連
絡
所
・
白
滝
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

窪

答

。

」

(
今
坊
隣
保
館
)

主

事

矢

野

上

和

雄

(
櫛
生
隣
保
館
)

主

事

山

本

多

喜

男

級
協
働
協

(
青
島
診
療
所
)

看

護

婦

赤

丸

(
櫛
生
診
療
所
)

看

護

婦

高

田

(
出
海
診
擦
所
)

主

任

看

護

婦

宝

生

恵
チ

美
香

房

子

課

長

矢

野

主
幹
兼
課
長
補
佐
大
元

(
庶
務
工
水
係
)

係

長

清

水

俊

三

主

事

久

保

美

恵

子

主

事

藤

本

修

-

一

克

と三7
Fヨ「、

(
豊
茂
診
療
所
)

看

護

婦

坂

附

嘉
{¥': 

(
長
浜
小
学
校
)

主

事

熊

本

(
長
浜
中
学
校
)

主

事

城

戸

広

美

(
長
浜
中
学
校
寄
宿
舎
)

調

理

員

中

谷

卜

リ

エ

真
弓

(
長
浜
保
育
所
)

所

長

下

田

美

澄

主

席

主

任

保

持

大

成

節

子

主

任

保

母

木

ノ

本

律

子

保

母

佐

竹

干

恵

子

保

母

吉

岡

と

よ

子

調

理

員

笹

本

直

江

栄
養
士
(
嘱
託
)
松
田
仁
美

(
工
務
係
)

係

長

主

事

谷森
J~ JlI 

真純
'陪千子

室

波
多
野

長

進

{系

長

亀
古

宮
岡

主
任
主
事

総
本
伊
代
子

(
白
滝
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
西
宮
幸
チ

主
席
主
任
保
母
宮
岡
山
山
子

主

任

保

母

二

好

一

立

月

保

母

戎

裕

子

調

理

員

児

玉

ク

ミ

子

(
沖
浦
保
育
所
)

事
務
専
門
員
兼
所
長
玉
井
徳
美

主

席

主

任

保

持

田

村

恒

千

保

母

吹

春

み

ね

子

保

母

矢

野

幸

子

調

理

員

浪

本

満

子

(
櫛
生
保
育
所
)

所

長

山

本

美

智

子

主

席

主

任

保

母

石

川

令

子

主

任

保

母

平

野

悦

子

主

任

保

母

鈴

木

佳

代

r
T

保

母

大

野

ギ

ン

子

(
出
海
保
育
所
)

所

長

丙

同

房

子

主
席
主
任
保
母
藤
淵
美
枝
子

保

母

山

本

直

美

保

母

宮

本

邦

チ

局

長

主
任
主
事

松宮
本田

猛
義
治
子

事
務
局
長

主

査

日 ILJ
里子由奇

一
義
敏
チ

保

母

調

理

員

児
玉
田
丸

富智
枝代

(
大
和
保
育
所
)

所

長

谷

川

俊

子

主
席
主
任
保
母
萩
森
理
慧
子

主

任

保

母

梶

本

幸

子

主

任

保

母

菊

地

さ

と

子

保

母

矢

野

越

子

保

母

清

水

郁

チ

保

母

白

石

王

子

調

理

員

岡

崎

美

智

子

(
喜
多
灘
保
育
所
)

所

長

山

本

コ

ト

エ

主
席
主
任
保
母
池
田
ス
ミ
子

主

任

保

母

矢

間

九

木

津

美

f呆

母

矢
肝
元
朝
子

調保保主所
王軍 f壬 f 、
とと f呆 豊

員母母母長茂
f呆
育
所

都横西西大)
田山山田藤

み
悦典ち清恭
子千子子子
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家庭看護のABC.日曜当直臣

j誌議を
1(9/¥ "号車 Q 

司事c
El 

お
見
舞
い
に
行
く
と
き
は
、
病
人
に

は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
な
ど
周
囲
の
方
へ

の
心
遣
い
が
必
要
で
す
。
せ
っ
か
く
の

む
見
舞
い
が
、
か
え
っ
て
あ
り
が
た
迷

惑
と
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。

で
す
。
な
む
、
病
院
へ
の
お
見
舞
い
の

際
は
、
子
供
を
つ
れ
て
行
く
こ
と
は
避

け
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
子
供
が
騒
ぐ

と
い
う
以
外
に
、
抵
抗
力
の
弱
い
子
供

は
、
感
染
し
や
す
い
も
の
で
す
。
と
く

に
、
流
感
の
流
行
す
る
時
期
に
は
、
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

111111 

話

題

を

選

ぶ

111111 

色
の
強
す
ぎ
る
も
の
、
縁
起
の
悪
い
花

言
葉
を
持
つ
も
の
な
ど
は
避
け
ま
す
。

鉢
値
え
も
「
根
付
く
」
と
、
嫌
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
避
け
た
ほ
う
が
無

難
で
す
。
ま
た
、
花
を
贈
る
と
き
は
、
花

び
ん
を
つ
け
て
あ
げ
る
と
喜
ば
れ
ま
す
。

飲
食
物
は
、
病
気
に
よ
っ
て
制
限
が

あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
退
屈
を
紛
ら
わ
す
た
め

の
木
、
吾
替
え
の
寝
間
着
、
ベ
ッ
ド
に

起
き
ト
し
が
っ
た
と
き
に
羽
織
る
肩
か
け

や
ケ
ー
プ
、
彩
り
の
美
し
い
ス
リ
ッ
パ

身
だ
し
な
み
を
繋
え
る
手
鏡
な
ど
も
喜

ば
れ
る
見
舞
品
と
い
え
ま
す
。

お

見

舞

い

の

時

期

は

、

病

状

が

器

ち

ま

た

、

お

見

舞

い

に

行

っ

た

ら

、

看

っ

き

、

あ

る

い

は

同

復

議

す

る

人

へ

の

心

遣

い

も

忘

れ

ず

に

向

か

っ

て

、

病

人

が

欝

欝

お

見

舞

い

騒

欝

欝

に

、

品

物

を

贈

る

こ

と

に

限

ら

ず

、

退

屈

し

始

め

た

こ

ろ

が

司

関

乃

へ

¥

つ

代

わ

り

に

買

い

物

に

行

っ

て

あ

げ

最
適
で
す
。
病
状
の
重

E
F巨
E
6
1ノ
J

じ

た

り

、

洗

濯

を

手

伝

っ

た

り

す

る

い

と

き

ゃ

、

手

術

後

間

心

遣

い

も

忘

れ

ず

に

こ

と

も

、

立

派

な

H

見
舞
品
ω

と

も

な

い

こ

ろ

の

あ

見

舞

‘

!

一

唱

-
4
;
‘

l
!

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

い

は

、

病

人

も

看

護

の

家

族

も

疲

れ

て

一

方

、

病

気

が

治

っ

た

ら

、

快

気

祝

い

る

の

で

、

避

け

る

よ

う

に

し

ま

し

ょ

の

返

礼

を

し

ま

す

。

治

っ

た

喜

び

と

見
舞
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
簡
単
で

も
、
礼
状
だ
け
は
、
出
し
て
お
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

川
時
期
と
時
間
を
選
ぶ
川

家
庭
へ
む
見
舞
い
に
行
く
際
は
、
な

る
べ
く
午
後
の
ゆ
っ
た
り
し
た
時
聞
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
食
事
ど
き
や
夜
間
、

な
に
か
と
せ
わ
し
い
午
前
中
は
、
一
家
族

に
迷
感
が
か
か
り
ま
す
。
病
院
へ
の
わ

見
舞
い
は
、
必
ず
面
会
時
間
を
守
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
他
の
病

人
も
い
る
こ
と
で
す
か
ら
、
あ
く
ま
で

も
長
居
は
避
け
ま
す
。

ま
た
、
あ
ま
り
多
人
数
で
行
く
の
も

考
え
も
の
。
一
度
に
行
く
人
数
は
、
せ

い
ぜ
い
二
、
一
二
人
に
と
ど
め
た
い
も
の

病
院
で
の
会
話
は
、
病
人
の
心
を
ひ

き
た
た
せ
る
よ
う
な
明
る
い
話
題
全
選

ぶ
よ
う
、
卜
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

病
人
は
と
か
く
気
弱
に
な
っ
て
い
ま
す

し
、
精
神
的
に
も
不
安
定
で
、
ち
ょ
っ

と
し
た
-
五
葉
に
傷
つ
き
が
ち
で
す
。

病
院
の
場
合
は
、
個
室
で
な
い
限
り

1111111111111に周
中、気回
22 をの
葬配病
り A

ゐ、し、たの
さ Lこいこ
わふもと
しさのも
くわで考
なし寸;ξ
いい υ 之、
品品 f 

ロ山

1111111111111 it雪

見
舞
口
聞
は
、
病
気
の
種
類
、

病
状
年
令
・
性
別
・
療
蓑
期

間
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
適
切

な
も
の
を
選
び
ま
す
c

で
き
れ
ば
、
前
も
っ
て
周

屈
の
人
に
、
病
人
の
様
/
丁
、

好
み
な
ど
を
聞
い
て
む
き
ま

し
ょ
P
7
0

花
は
、
も
っ
と
も
一
般
的

な
見
舞
品
で
す
が
、
香
り
や

今
月
の

H
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
以
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。

0
8月
3
日
岡
田
医
院
合
⑫
0
6
3
9

0
8
月
日
H

菊
地
医
院
鐙
⑫
0
2
0
9

0
8月
口
日
門
屋
医
院
密
⑫
0
2
0
2

0
8月
M
H
辻

医

院

念

⑫

0
1
7
4

0
8
月
訂
口
石
村
病
院
倉
⑫
0
2
7
5

乳

児

健

診

0
8
月

ロ

口

町

体

育

館

午

後

1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
的
年
9
月
、
口

月
、
昭
和
臼
年
3
丹
生
ま
れ
の
チ
供
さ

ん。

一
基
既
ぷ
「
目
し
碕
珪
ホ
弘
Y

E

4

再
開
与
一

l
i
J
点
以
呈
固

0
8
月

8
日

町

体

育

館

午

後

1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
町
四
年
ロ
丹
、
昭

和
例
年
1
月、

2
月
生
ま
れ
の
チ
供
さ

ん。
…
地
庶
一
別
健
藤
椙
談

0
8
月
I
H

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
日
時

l
H
時
マ
柿
早
集
会

斤

3
上
寸

1
4上
寸

ο
¥
J

F

1

H

1

H

3

う

0
8
月
4
日

柴

公

民

館

山

時

i
u

トザ0
8
月
5
口

柴

日

ノ

浦

集

会

所

叩

時
1
日
時
却
八
刀
マ
小
(
八
口
集
会
所
、
ド
ヂ

集

会

所

日

時

i
u
時
却
分

0
8
月
6
日
都
梅
集
会
所

日
時
刻
分
マ
名
の
城
集
会
所

A
せ
七
土
日
U
¥
J

1
1
日
μ

っJ
ノノ

0
8
月
7
日

無
事
存
地
集
会
所
、
松

13 10 
R# ~寺
¥ ¥ 

ノ
久
保
集
会
所
日
時

i
H
時
却
分

0
8
月
四
山
口
大
子
集
会
所
叩
時

1

1
時
却
分
マ
本
郷
集
会
所
日
時

l
u

時
泊
分

0
8
月
四
目
撃
茂
公
民
館
、
松
本
集

会

所

日

時

1
H
時
却
分

0
8
月

凶

日

大

和

公

民

館

日

時

i

H
時
却
分

0
8
月
ロ
日
橋
立
集
会
一
昨
日
時

i

u
時
却
分

0
8
月
お
日
樫
(
人
口
集
会
所
刊
時

1

日
時
却
分
マ
豆
柳
集
会
所
日
時

l
u

時
却
分

0
8
月刊山

H
A
7坊
H
ノ
浦
集
会
所

日
時
ー
は
時
却
分

0
8
月
幻
日
惣
瀬
集
会
所

U
H

時
却
分

0
8
月
四
日

4
寺

O
T

1
i
仔
μ

つd
ノヌ

3
七
寸

1

1
よ
ロ
u

黒
旧
公
民
館

3
上
寸

1

1

i

H

日

0
8
月
回
日
各
連
絡
所
は
午
前
9
時

ま
で
。
本
庁
役
場
は
午
前
日
時
ま
で
。

買
い
し
し
げ
料
金
は
一
頭
五
百
円
。
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

タ
バ
コ
は
町
内
で

町
内
で
タ
バ
コ
を
買
っ
て
い
た

だ
い
た
わ
か
げ
で
、
六
十
年
度
は

二
千
八
百
二
卜
五
万
二
千
九
百
八

十
七
円
の
タ
バ
コ
消
費
税
が
町
の

台
所
に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
タ
バ
コ
を
買
う
と

き
は
町
内
で
買
っ
て
く
だ
さ
い
ネ
。

L

、〆、〆、
J

、〆ヘノ
k
J
i

、J¥
ノ、〆、
J
1

、〆、ノー、〆、〆
i〉
k
l
〈
J
K
J
ι

、ノ、ノ
ι

、〆、J
i

、JKJι
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明翠翠竪霊3

勤

労

体

験

学

習

J
柴
小
学
校
J

室主室率謹霊室長室筆翠霊室~翠軍司

日
口
口
つ

U

U
口
口

七
夕
飾
り
で
活
気

J
長
浜
小
学
校
J

柴
小
学
校
一
滝
内

千
工
校
長
)
で
は
、

六
月
-
一
十
四
日
、
児

童
二
十
四
人
が
田
植

え
を
行
っ
た
。
こ
れ

は
田
植
え
な
通
じ
て

勤
労
の
尊
さ
を
υ
J
J

ぴ

稲
の
成
長
存
一
間
祭
し

な
が
ら
秋
に
収
穫
し

よ
う
と
い
う
も
の
で

今
年
が
二
一
回
目
。
子

供
た
ち
は
わ
小
を
得
な

魚
の
よ
う
に
同
の
中

で
田
植
え
を
楽
し
ん

で
い
た
。

ヲ Fま 'T 刊，J23与三海の安全を祈願
J1奇1てj重λ三 ~長浜町観光協会~

些~féノ?U 透のは岸たをと故海関をじ
c::=:'--ーグμu jえを /J<. fl月こき~ 0 [11'安防の係開 11長
口 三過浴度まめ帯海つ全止事者{畳二浜

口藤嘉総選饗轟轟麟霧線機磯機長弓司品事
口轟鱗議議議轟轟藤議鋭嬢饗議ヂぷそ光浦光
臨機騒購轍瀦騨禁輸L22望

入、7]<二
が、商 7谷川
出工場開
席 3fF定
し、海市
て!，~~干開会
、察き長
今な祈)
年ど願は
のの祭

|口口口仁iL二己口口口口口つロロ

長
浜
小
学
校
(
中
野
武
夫
校
長
、
三
百
九
十
九
人
)
で
七

月
十
一
日
七
夕
集
会
を
開
催
。
児
童
と
P
T
A
が
協
力
し
て

七
夕
飾
り
を
作
り
、
商
山
街
の
次
市
を
彩
る
だ
め
二
一
十
同
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
七
夕
飾
り
を
先
生
と

と
も
に
山
先
に
そ
な
え
つ
け
て
商
屈
街
も
活
気
を
と
り
戻
L

て
い
た
。

国夜直園田園ルポ@スポーツ

口

長

浜

中

学

校

「

美

口
野
石
古
校
長
)
で
は
、

口

七

月

卜
A

日
午
川
応
全

口
員
で
長
浜
町
内
の
清

ぺ
一
掃
活
動
を
展
開
し
た
。

円
〕
こ
れ
は
「
ク
リ
ー
ン

口
愛
媛
」
運
動
の
一
環

[
U
と
し
て
行
っ
た
も
の

口
で
、
ゴ
ミ
袋
を
八
手

口
に
空
き
か
ん
や
ゴ
ミ

口
な
ど
を
拾
っ
て
海
の

〔
〕
ン

i
ズ
ン
を
前
に
き

口
れ
い
な
町
づ
く
り
に

口
こ
ど
ち
よ
い
汗
を
流

口
し
た
。

寸
仁
口
口
口
「

ク
リ
ー
ン
長
浜

i
長
浜
中
学
校
j

一一一一
一役
場

が

優

勝

軟
式
野
球
六
月
大
会

六
月
七
日
長
浜
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
問
か
れ
た
長
浜
町
軟
式
野
原
六
月
大

会
で
役
場
チ

l
ム
が

5

1

で
秀
歌
チ

ー
ム
を
破
り
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

{
一
回
戦
}
秀
歌

8
i
5
ジ
ョ
ー
カ
ー

ズ
マ
ヤ
ン
キ
ー
ス

7
1
1
シ
ャ
ト
ル
マ

役
場
7
1
6
コ
ス
モ
ス
マ
農
協
MIll-u

イ
1

ク
ル
ス
{
準
決
勝
一
秀
歌
5

2

ヤ
ン
キ
ー
ス
マ
役
場
Hili--4
農
協

一
決
勝
一

秀
歌

0
0
1
0
0
0
1
2
7せ

役
場

0
0
0
1
0
1
0
3
7
0

大

洲

A
が

優

勝

西
国
杯
バ
レ
!
大
会

六
月
十
五
日
、
長
浜
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
と
長
浜
中
学
校
体
育
館
で
第
二
一

回
西
田
杯
マ
マ
き
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

公
が
開
か
れ
、
十
七
千

l
ム
が
参
加
し

て
熱
戦
が
操
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

①
大
洲
A
ク
ラ
ブ
②
肱
南
ク
ラ
ブ
③
長

浜
A
ク
ラ
ブ
④
八
多
喜
ク
ラ
ブ

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
優
勝

ソ
フ
ト
前
期
リ

i
グ

四
月
十
日
か
ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
い
て
い
た
長
浜
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
リ
ー
グ
戦
が
六
月
二
十
四
日
終

了
し
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ
が
七
勝

-
山
は
で
優
勝
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

①
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ク
ラ
ブ

7
勝
l
敗

②
大
和
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
6
勝
1
敗
1
分

③
岸
本
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

6
勝
2
敗
③
一
-

ギ
ュ

i
ズ
4
勝
3
敗
1
分
⑤
ニ
ュ
ー
ス

タ
1

4
勝
4
敗
⑥
豊
茂
フ
ァ
イ
タ
l
ズ

3
勝
4
敗
1
分
⑦
農
協
フ
ァ
イ
ア

i
ズ

昌
勝
4
敗
1
八
万
佐
一
役
場
ス
プ
ツ
ガ

i
ズ

ー
勝
4
欺
3
分
⑨
商
工
会
青
年
部
1
分

7
敗白

同

が

優

勝

由
滝
ソ
フ
ト
前
期

こ
の
た
び
円
減
/
ブ
ト
前
期
リ

1
グ

が
終
了
、
五
戦
全
勝
で
ノ
ハ
滝
同
好
会
(
白

同
)
チ
l
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。

⑤
白
滝
同
好
会
5
勝
②
ナ
イ
タ
ー
ズ

3
勝
2
敗
⑤
ヤ
ロ
ウ
会
、
柴
ク
ラ
ブ

2

勝
3
敗
④
戒
川
、
白
推
1
勝
3
敗
1
分

奨
字

生

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
で
は
、
両
親
に
負

担
を
か
け
ず
μ

臼
ぺ
刀
の
力
で
進
学
し
よ

う
U

と
い
う
向
学
心
に
燃
え
る
青
年
た

ち
に
勉
強
の
遣
を
聞
く
た
め
、
六
十
二

年
度
奨
学
生
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て

い
ま
す
。

一
応
募
資
格
}
京
阪
神
、
奈
良
、
和
歌

山
、
滋
賀
の
大
υ

一
子
、
専
門
学
校
、
予
備

校
ヘ
通
学
を
希
望
す
る
-
今
十
二
歳
以
下

の
人
。
一
応
募
方
法
一
①
願
書
(
奨
学
会
指
定
)

②
健
康
診
断
書
③
調
査
書
か
成
績
証
明

書
を
各
一
通
事
務
局
へ
郵
送
か
持
参
。

一
締
め
切
り
}
第
一
次

-
M
月
泊
日
マ

第
二
次
・
ロ
月
U
u
h〉
第
一
二
次
・
臼
年
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2
月
お
臼
マ
第
問
次
・
臼
年

3
月
出
口

一
制
度
の
概
要
一
①
月
収
は
卜
J

一
万
四

千
円
。
②
学
費
の
前
借
り
は
無
利
息
で
、

最
高
一
一
百
六
十
へ
一
刀
刊
ま
で
で
す
。
③

仕
事
は
配
達
だ
け
で
一
日
五
時
間
で
す
。

④
週
休
制
実
施
、
帰
省
休
暇
、
有
給
休

暇
が
あ
り
ま
す
〉
⑥
部
屋
は
個
室
、
食

事
は
朝
、
タ
一
一
-
食
ま
か
な
い
什
き
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
奨

学
会
一
丁
別
大
阪
市
北
区
梅
川
一
一
「
J
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小
川
深
山
の
四
季
の
自
然
美
で
心
の

い
こ
い
を
求
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
口
五
十
万
円
の
負
担
で
森
林
の
共

有
者
と
な
り
、
伐
採
時
に
木
材
販
売
収

託
金
が
分
配
さ
れ
ま
す
。
万
一
に
備
え

て
森
林
保
険
に
加
入
し
ま
す
の
で
安
心

し
て
、
ム
お
子
様
、
あ
係
除
な
ど
の
未
成

年
の
い
刀
も
契
約
で
き
ま
す
、

場
所
は

k
浮
穴
郡
小
田
町
の
国
ト
刊
林

の
杉
、
桧
、
人
口
林
で
ト
ヲ
〈
契
約
は
二

卜
一
一
年
間
、
募
集
口
数
は
三
十
九
口
で
、

締
め
切
り
は
八
月
一

H
で
す
。

詳
し
い
こ
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は
、
松
山
公
林
署
(
松
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ヘ
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春
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虞
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大
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一

政
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出
喜
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浅
井
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制

治
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池
浦
雅
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続

柄

児

名

四

男

力
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A

長

同

元

志

長

円

裕

樹

二
一
男
正
明

長

男
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一

一
一
男
暢
平

長
女
莱
利
那

二

久

麻

美

長

女

友

美

6
月
届
出
分
一
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称
略

?尺 F斤
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井氏

熊名
可子

死
亡
年
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老 老
主王松 j竜浜生 if1i松海浜

武
内
ツ
ヤ
コ

松

本

祐

治

以

中

盛

征

仲

町

利

雄

兵
頭
フ
ユ
エ

上

回

占

夫

上

岡

静

岩
本
フ
ユ
ノ

柿

見

信

夫

家同の新築、改築など工事の際、

這誌や電線が支障となる場合、急、

(
六
六
)

(
九
六
)

(
八
一
一
)

(
五
七
)

(
九
二

(
七
七
)

(
八
六
)

(
八
六
)

にご連絡いただいても移転工事が

;tJ '['ー目に道話局ヘご連結ください。できません。

側
一
編
集
後
配
蹴

仏
阪
マ
/
と
な
っ
て
七
回

H
の
夏
を

聞
え
ま
し
た
〈
ト
昨
年
、
「
何
か
涼
し
い
も

の
奇
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
た
い
な
」
と

間
十
フ
の
で
ー
が
、
今
年
は
衆
参
ダ
ブ
ル

選
挙
と
も
重
な
っ
て
平
凡
な
も
の
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
七
円
一
日
の
異

動
で
編
集
ス
タ

y

フ
も
一
一
部
変
わ
り
ま

し
た
c

さ
び
か
か
っ
て
い
る
聞
に
刺
激

を
与
え
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
税
し
支
れ
、

そ
し
て
役
立
つ
情
却
を
わ
届
け
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ど
い
ま
寸
の
で
、
気
が

つ
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
れ
ん
ら
お
気

軽
に
広
似
係
土
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

注
載
中
の
「
杭
・
ま
ち
の
先
覚
者
」

は
久
保
七
郎
さ
ん
の
都
合
で
今
月
は
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
c

夏
パ
テ
し
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ

う。
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U
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41年前の原爆の悲惨さを忘

れた人はなかろう。焼土とイヒ

し、友食住のままならぬ祖国

を現在のように復興させたブJ

l主何だろうか。勿論、同胞が

蜜1勉、努力、工夫、協力し合

ったからかある A 今、全世界

l土日進fJ;]:0片目、12もf木む時はな

"0国!尽化、情報化、コンビ
Lーター時代ヘと変化する。

国内ではドJ1 ~'，' J I i行産業の不況、

税金、年金、行革、高齢化、

投育、医僚費問題等山積しで

ける。 二れら間足夏の角平i:k:は (1

11;1のみのjュではどうにもな t)

なし、。 l司々が 1国のみの利害

に走らず、助け台い、怖い合

う1')外に打開の道はない υ 各

国が甘え、 7ぬ(まれ、ひとり

よがり、かたくな、憎しみ合

ったのでは打開法なく、全世

界の十11互繁栄は望まれない。

今 11こそ各国が相子の ι場に

なり判断し、補い合い、助け

介い、邑]Ií~そ化をめざ 4 こと F

JうるA 家庭、職場、地域社会

にしでも長短補い台い、[I}Jけ

合い、心のふれ台いがあ Jて

こそ、明るい家駐・米い通職

場・ fi:よい地域イノドレ)!)、山来る

のひある.....8月のf-1，ζ;上夏休

みと?、七夕や盗の行事もあり、

士、J-I-~S を通し、心の触れ合いを

村ち、 ネ干をj架め、 21 tt上最己をtJf

負弓山ご少年を作り郷土発展に

寄与 L ど欲しい。

帯世

4 メ、士曽

1人増¥

3人増/

増減なし

前月との比較

3可832世帯

12.064λ、

(男 5，680人)
女 6，384人

17円1日現在


